
 

NO．９４ 

発行日 令和７年５月０１日 

 
作成者 長沼 雄三 

住 所    東京都台東区根岸２－１３－１３ 
JR 山手線鶯谷駅徒歩３分 JR 日暮里駅徒歩８分 
電 話    ０３－３８７２－７６６９ 
HP アドレス http://haginoyu.jp/ 
営業時間  朝湯 6：00～9：00 (最終受付 8：30) 

11：00～深夜 1：00（最終受付 0：30） 

料金 大人５５０円 小学生２００円 幼児１００円 
サウナ プラス３００円（土日祝４００円） 

 
タオルセット １００円 

 
定休日 第３火曜日（祝日の場合翌日水曜） 

Ｇ・Ｗ中のサウナ料金について 
4 月 28 日（月）～5 月 2 日（金）までサウナ追加   

料金が土日祝の 400 円となります。 

５月５日は菖蒲湯です。 
5 月 5 日のこどもの日は菖蒲湯。菖蒲湯の効能は冷

え性、傷口の保護、疲労回復、神経痛、かぜの予防

等があります。当日は薬湯と露天風呂に菖蒲を入れ

る予定です。先着 2,200 名様にヤクルトプレゼント。 

＊オーナーのコラム 
先月に引き続き街の話。しかし今回は「住みたくな

い街」に分類されがちな東京 23 区内の珍しい高齢

者ばかりの「限界集落」について取り上げます。 
東京都北区にある「桐ヶ丘団地」。赤羽駅や志村坂上

駅から徒歩 20 分、特に赤羽駅からは急な坂を上る

必要があり徒歩では生活しづらい立地です。 
このような場所柄、高齢化が進むのも自然な流れと

思われがちですが、実は「自ら招いた悲劇」として、

YouTube などで揶揄されることがあります。 
というのも 1970 年頃営団地下鉄 （現東京メトロ）

南北線の終点駅が桐ヶ丘団地に建設される計画があ

りました。ここには旧日本陸軍の広大な敷地があり

車両基地に適しており、さらに、高島平のような大

規模団地群でもあったため、将来的な乗降客数も期

待されていました。そのため北区や区議会議員も誘

致に賛成で南北線終点は桐ヶ丘に決まりかけていた

のですが、ここで車庫予定地周辺住民が反対運動を

起こします。営団側は別の代替地も提案しますがこ

こも反対。最終的に住民側が裁判で勝訴し終点は「赤

羽岩淵駅」となりました。 
反対住民たちは喜び勝訴したことでの満足感に浸り

ますが、時代が進むにつれてこの不便で老朽化した

団地から若者が消えていき、今や高齢化率 58％、北

区全体の 25％と比べても著しく高くなっています。

かつては何でも揃った商店街もシャッターを閉じる

店が増え、買い物もバス頼みの不便な生活環境に。 
ネット上では「自ら望んだ結果」、「自業自得」と冷

たく突き放され、同情の声も少ないのが現状です。 
この状況が気になり先日私は萩の湯から桐ヶ丘団地

迄ジョギングしてみました。 
約 9 キロの道のりのうち北区が 7.5 キロ。田端、↑ 

薬湯の予定 
 

１ 木 オフコーラ 16 金 リンゴ 
２ 金 パインアメ 17 土 ルイボスティー 
３ 土 ブルーベリー 18 日 マイトルビン 
４ 日 実宝湯 19 月 紫陽花 

５ 月 菖蒲湯 20 火 定休日 
６ 火 玉露カテキン 21 水 生姜エキス 
７ 水 ブルーベリー  22 木 パインアメ 
８ 木 イヨシコーラ 23 金 実宝湯 
９ 金 ホットハーブ 24 土 マンゴー 
10 土 万田酵素 25 日 玉露カテキン 
11 日 カーネーション 26 月 イヨシコーラ 
12 月 ひのき 27 火 ホットハーブ 24

13 火 生緑茶 28 水 紫陽花 
14 水 マンゴー 29 木 万田酵素 
15 木 リンゴ 30 金 ひのき 
   31 土 生緑茶 
＊上記は実宝湯・生緑茶・ルイボスティー・菖蒲湯・オフコーラを除き全て入浴剤を使用します。 

露天風呂 5 日菖蒲湯 16 日硫黄泉  
↓上中里、王子と北区の中でも利便性の良い街を抜け、昔

ながらの下町さが残る十条を過ぎ、西が丘の団地や広大な

味の素のトレーニングセンターを横目に走るとその先に

桐ヶ丘団地があります。 
正直、もっと寂れた印象を想像していましたが、意外にも

公園では子供たちが野球を楽しみ、近隣の中学校もまるで

私立大学のように最新で、コンビニや飲食店があって親世

代の方たちが休日を満喫していました。 
良い意味で想像を裏切る光景で、今後イオンのショッピン

グモール建設や団地再開発の計画もあり、むしろ将来性を

感じる街に生まれ変わりつつあると安心しました。 
かつては後先考えない住民運動で生きがいを感じる人も

多かったと思いますが今残っている人たちはそのあおり

を受けた人ばかりです。逆にそれが良い教訓となり新しい

街に生まれ変わる予感がしました。今後に注目です。 

   


